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おおさかグローバル塾  
 
 

（１）事業内容 
 

◆ 海外留学支援を目的として、大阪在住若しくは在学の高

校生を対象に、米国留学、英国留学コースの２つのコースに

分かれて、4 月から 12 月まで英語による特別授業を実施し

ています。 
 

◆ 英語で日本や世界の歴史文化、時事問題、プレゼンテーシ

ョンスキルなどを学び、世界の人々としっかりとコミュニケ

ーションできる力を育てるとともに、夏期には米国や英国へ

の短期留学を行い、現地の大学の授業や学習法を学ぶなど、

自信を持って留学生活を送る力を育てています。         （写真は 2014 年夏） 
 

＜目指すグローバル人材＞ 

◆ 優れた語学力だけではなく、豊かな教養と幅広い視野を持ち、強いリーダーシップを発揮して 

世界の人々との信頼関係を構築できる人物 

 

 

 

＜カリキュラム＞ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

（２）塾生募集説明会（201 5 年２月 8 日） （参加者 1 50 名） 
 

おおさかグローバル塾生の募集説明会をマイドームおおさかで開催。生徒、保護者、教員等 1 50

名の出席者がありました。 

説明会に引き続いて開催したフォーラムでは、第１期生・3 期生も講演者として参加、自らの体験

や将来の夢などを語ってくれました。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[対 象 者]  府内在住/ 在学高校生（専修学校高等課程等を含む・新２年生以上）、学校長推薦が必要 

TOEFL iBT45 、TOEFL ITP （PBT ）450 、TOEFL Junior725 、IELTS4.0 、英検 2 級、国連英検 B 級  

又は TOEIC （IP を含む）520 、GTEC for STUDENTS 550 のいずれか以上のスコアを有する者  

[日 程]  講座：日曜/ 休日 1 日 3 時間（午前又は午後） 年間 50 時間以上 

 短期留学：2 週間（アメリカ又はイギリス） 

[募 集]  １月 30 日～3 月 17 日  定員 96 名（米英コース各 48 名） 

[自 己 負 担]   136,000 円（授業料、教材費、渡航・宿泊費、TOEFL iBT/IELTS  、TOEFL iBT Complete Practice Test 受検料を含む） 

 

1 3  
 

・府内在住/ 在学 

高校生 

96 名を募集 

(米/ 英の 2 コース) 

 

4 7  
 

・日本や世界の歴史、文
化、時事問題等を学ぶ 

・ディスカッション・ 
プレゼンテーション講習  

 

7 8  
 

・米国又は英国大学で 

の２週間の授業や 

アクティビティ 

・大学寮等での滞在 

海
外
留
学 

 

9 12  
 

・大学情報等の提供 

・出願書類作成助言 

・TOEFL iBT 、SAT 、 

IELTS 等試験対策 
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（３）塾生募集結果（平成 26 年度・3 期生） 

 

◆ 募集期間 募集 2014/ １/30 ～3/17  

   
国立 府立 市立 私立 専修 高専 計           

      
  うち

他県 

  うち 

他県 

  うち 

他県 
  

うち 

他県 
2 年 3 年 男 女 

応
募
者 

米国 

コース 

人数 2    21  6  22  2  5      56  2          

学校数 1    12  2  9  2  1      2 7  2          

英国 

コース 

人数 1    28  11  26  4  2      68  4          

学校数 1    12  3  16  4  2      34  4          

計 人数 3    49  17  48  6  7      124  6          

合
格
者 

米国 

コース 

人数 1    20  6  17  2  4      48  2  34  14  8  40  

学校数 1    11  2  11  2  1      26  2          

英国 

コース 

人数 0    22  6  19  3  1      48  3  37  11  11  37  

学校数 0    12  3  11  3  1      27  3          

計 人数 1    42  12  36  5  5      96  5  71  25  19  77  

 

※倍率：米国コース 1.17   英国コース 1.42   平均 1.29  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（４）2 6 年度の主要行事 

 

◆ 入塾式 

開催日：４月 20 日（日曜日） 

参加者：グローバル塾生、保護者、教育関係者等 

会場 ：大阪国際交流センター さくら（西）の間 
 

8:30 - 9:30  準備・受付 

9:30 - 10:50  

入塾式 
関係者紹介 

  おおさかグローバル塾塾長祝辞 
  英国留学コース  ブリティシュ・カウンシル代表祝辞 
  米国留学コース  ECC 国際外語専門学校代表祝辞 
  英国総領事館、米国総領事館お祝いの言葉 
  英国留学コース  生徒代表の言葉 
  米国留学コース  生徒代表の言葉 

10:50 - 11:05  集合写真撮影 
11:05 - 12:00  米国ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 英国ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
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◆ 前期授業学習成果発表会  
開催日：７月 21 日（月曜・祝日） 
参加者：府内の高校生、保護者、教育関係者等 
会場 ：エルおおさか・南ホール 

13:00  開場 

13:30 - 13:40  開会・主催者挨拶 

13:40 - 14:55  英国留学コース成果発表（講評を含む） 

15:05 - 16:20  米国留学コース成果発表（講評を含む） 

16:20 - 16:40  全体講評・閉会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 短期留学   
 (1) 米国留学コース 7 月 30 日（水曜日）～12 日（火曜日） サンフランシスコ州立大学 
(2) 英国留学コース 8 月 6 日（水曜日）～19 日（火曜日） 

ロンドン芸術大学、オックスフォード大学、リーズ大学、イースト・アングリア大学  
 

 

◆ 成果発表会及び修了式  （修了生：英国コース４４名、米国コース４７名） 
開催日：12 月 14 日（日曜日） 
参加者：府内の高校生、保護者、教育関係者等 
会場 ：大阪産業創造館 
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（５）実施状況 
 ◆留学意向調査 

 
留学を具体的 
に考えている 

 具体的では
ないが 

考えている 
未定等 高校卒業後 

大学進学 
大学 

交換留学 
大学院 
進学 

高校 
留学 

その他 

短期留学前 
57.0 % 
H25 59% 

18.3 ％ 55.9 ％ 1 0.8 ％ 4.3 ％ 1.1 ％ 30.1 ％ 12.9 ％ 

短期留学後 
78.5 % 

  H25 75%  
2 3.7 ％ 65.6 ％ 19.4 ％ 5.4 ％ 2 .2％ 18.3 ％ 3.2 ％ 

修了時 
71.4 ％ 

  H25 73%  
15.4 ％ 5 9.3 ％ 16.5 ％ 3.3 ％ 0 .0％ 18 .7％ 9.9 ％ 

 

β ─√╘⁸ ╩ ⌐ ⅎ≡™╢ ≤∕─ ─ │ ⇔⌂™⁹ 

 
 

◆受講前後の学力向上 

 英国留学コース TOEFL practice test 平均 42.21 ⇒IELTS    平均 5.21  

  大学進学準備コースレベル（IELTS  4.５）以上 40 名（91 ％） 

  大学進学レベル     （IELTS  5 .５）以上 17 名（39 ％） 

 米国留学コース TOEFL practice test 平均 39.61 ⇒TOEFL iBT 平均 56.14  

  大学（2 年制）進学レベル（TOEFL iBT45 ）以上 31 名（66 ％） 

  大学（4 年制）進学レベル（TOEFL iBT61 ）以上 18 名（38 ％） 

 

 

成果発表会及び修了式 

関係者紹介（大阪府、OFIX） 

おおさかグローバル塾塾長 祝辞 

英国留学コースブリティシュ・カウンシル代表祝辞 

米国留学コース ECC 国際外語専門学校代表祝辞 

英国留学コース成果発表 

米国留学コース成果発表 

  成果発表全体講評 

修了証書授与・特別賞発表 

英国留学コース塾生代表答辞 

米国留学コース塾生代表答辞 

16:35 - 16:45  記念撮影 
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◆留学実績 
第 1 期生（2012 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 期生（2013 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              （平成 27 年 3 月 31 日現在） 

   

 国名 学校名 ｺｰｽ 決定 

＜2013 年度 留学＞ 

大学 アメリカ カリフォルニア州立大学フレズノ校 US  1  

大学 アメリカ リンデンウッド大学 US  2  

大学 アメリカ サンフランシスコ州立大学 US  3  

大学 アメリカ ウィノナ州立大学 UK  4  

大学 チェコ 国立パラツキー大学 UK  5  

大学 韓国 延世大学 US  6  

高校 フィンランド Tikkurilan lukio  UK  7  

高校 コスタリカ Liceo de Nicoya  US  8  

＜2014 年度 留学＞ 

大学 イギリス サウサンプトン大学 UK  9  

大学 イギリス アート・ユニバーシティ・ボーンマス UK  10  

大学 フィリピン ブラカン州立大学  UK  11  

大学 カナダ サスカチュワン大学 US  12  

大学 カナダ カールトン大学 US  13  

大学 
アメリカ 

DC  
アメリカン大学 US  14  

大学 
アメリカ 

FL  
フロリダ エッカードカレッジ UK  15  

大学 
アメリカ 

CT  
ハートフォード大学 UK  16  

大学 
アメリカ 

WA  
ワシントン大学 UK  17  

大学 カナダ カナダ サスカチュワン大学 UK  18  

大学 
アメリカ 

CA  

カリフォルニア大学 リバーサイド

校 
UK  19  

 国名 学校名 ｺｰｽ 決定 

＜201 3 年度 留学＞ 

大学 

アメリカ 

OR 

オレゴン州立大学 

 
US  

1  

アメリカ 

WA  

ワシントン州立 

グリーンリバーコミュニティカレッジ 
２ 

＜2014 年度 留学＞ 

大学 カナダ トロント大学 

US  

３ 

大学 
アメリカ 

CA  
ディアンザカレッジ ４ 

大学 
インドネシ

ア 
インドネシア大学  US  ５ 

大学 
アメリカ 

OR 
ポートランド州立大学 US  ６ 

大学 イギリス コベントリー大学 UK  ７ 

大学 台湾 東海大学 UK  ８ 

大学 イギリス Sussex Downs College  UK  ９ 



- 6 - 

 

 
（6 ）短期留学（米国留学コース）7 月 3 0 日（水）～8 月 12 日（火） 

<日程＞ 
 月日 スケジュール 講義・活動内容 滞在地 

1  7 月 30 日 

（水） 

・関西空港発（13:30 ）～ 

・サンフランシスコ着（10:50 ） 

・DeAnza College 講義① 

 

 

・宇宙学講義 

機内泊 

Best 

Western 

Plus  

Mountai

n View 

Inn  

Hotel  

2  7 月 31 日 

（木） 

・DeAnza College 講義② 

・DeAnza College キャンパスツアー 

・ Youth Empowerment Seminar 

Plus(YES) 受講 

・環境科学講義  

・施設見学 

・ワークショップ（自主性・自発

性、コミュニケーション力、精神

力向上） 

3  8 月 1 日 

（金） 

・カリフォルニア大学バークレー校 

・YES 受講 

・施設見学 

・ワークショップ 

4  8 月 2 日 

（土） 

・YES 受講 ・ワークショップ 

5  8 月 3 日 

（日） 

・現地交流（自主活動） 

・YES 受講 

・パネルディスカッション 

・街頭インタビュー、折り紙のプ

レゼント 

・ワークショップ 

現地社員による座談会形式講演 

6  8 月 4 日 

（月） 

・DeAnza College 講義③ 

・DeAnza College 講義④ 

・スタンフォード大学訪問 

・クパチーノ高校交流会 

・環境学（環境建築）講義 

・環境学（環境建築）調査実習 

・施設見学 

・プレゼンテーション、交流夕食

会 

7  8 月 5 日 

（火） 

・DeAnza College 講義⑤ 

・DeAnza College 修了式 

・Google 本社訪問 

・サンフランシスコへ移動 

・人類学講義 

・修了式 

・施設見学、現地社員による講演、 
 

 

 

 

Orange 

Village 

Hostel  

 

8  8 月 6 日 

（水） 

・サンフランシスコ州立大学講義① 

・サンフランシスコ州立大学講義② 

・在サンフランシスコ日本国総領事館

訪問 

・ESL  英会話インタビュー法 

・アメリカの概要及び文化 

・カリフォルニアの概要、政治・

経済など日本とカリフォルニアの

関係等講演 

・アメリカの日系人の歴史 

9  8 月 7 日 

（木） 

・サンフランシスコ州立大学講義③ 

・サンフランシスコ州立大学講義④ 

 

・Yahoo 本社訪問 

・ESL  英会話インタビュー法 

・アメリカにおける差別・人種問

題 

・ディスカッション、質疑応答 

10  8 月 8 日 

（金） 

・サンフランシスコ州立大学講義⑤ 

 

・サンフランシスコ州立大学講義⑥ 

・フィールドワーク準備 

・ESL  英会話インタビュー法、

サーベイ（調査） 

・アメリカの NGO ・行政の連携 

・各チームに分かれて現地調査の

準備 

11  8 月 9 日 

（土） 

・フィールドワーク準備 

 

・ボランティア活動 

・各チームに分かれて現地調査の

準備 

・サルベーションアーミー（救世

軍）のボランティア活動に参加。

貧困家庭への学用品配付、ミニフ

ェスティバルの開催 
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12  8 月 10 日 

（日） 

 

・フィールドワーク 

 

 

 

 

・さよならパーティー 

・①日本人町 ②カストロストリー

ト ③ヘイト・アシュベリー ④エ

クスプロラトリアム及びフィッシ

ャーマンズワーフの４地域に分か

れ現地調査 

 

13  8 月 11 日 

（月） 

・サンフランシスコ発（11 ：35 ）～  

 機内泊 

 14  

 

8 月 12 日 

（火） 

関西空港着（15 ：00 ）  
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（7 ）短期留学（英国留学コース）8 月 6 日（水）～8 月 19 日（火） 
 

<日程＞ 

 月 日 スケジュール 講義・活動内容 滞  在 

１ 8 月 6 日 

（水） 

・関西国際空港発（9:30 ） 

ソウル・インチョン空港着（11:20 ） 

・ソウル・インチョン空港発（13:20 ） 

ヒースロー空港着（17:15 ） 

 大阪 

ソウル 

 

 

 

 ・ユースホステルにチェックイン ロンドン 

２ 

 

 

8 月 7 日 

（木） 

 

 

・ロンドン芸術大学 

（ロンドンコミュニケーションカレッ

ジ）によるプログラム 

 

・カレッジの概要説明 

・講義「英国発のブランドとロゴ」 

・キャンパスツアー 

・ワークショップ「MAIL ART 」 

ロンドン 

 ・海外留学セミナー   ・ブリティッシュ・カウンシル 

・オックスフォード大学博士課程在

籍学生 

 ・ロンドン市内視察  

３ 8 月 8 日 

（金） 

・ロンドン芸術大学 

（チェルシー・カレッジ・オブ・アート） 

によるプログラム 

・カレッジの概要説明 

・ワークショップ「DRAWING 」 

ロンドン 

・ロンドン市内視察   ・テートギャラリー 

・ナショナルギャラリー 

・バッキンガム宮殿 等 

４ 8 月 9 日 

（土） 
・オックスフォード大学 

（ハートフォードカレッジ） 

によるプログアム 

 

・講義（文学） 

「不思議の国のアリス」を題材に 

・キャンパスツアー 

・パンティング 

・歴史的なホールでのダイニング体

験 

オックスフォー

ド 

５ 8 月 10 日

（日） 

・ロンドン市内視察   ・大英博物館 ロンドン 

・リーズへ移動   

・学生寮にチェックイン 

リーズ 

 

６ 8 月 11 日

（月） 

・リーズ大学によるプログラム 

 

 

 

 

 

 

・大学オリエンテーション 

・ワークショップ「英語のイントネ

ーション」 

・キャンパスツアー 

・講義（ビジネス）「ゲーム理論‐囚

人のジレンマ」 

・学生クラブ活動の紹介・体験 

リーズ 

７ 

 

8 月 12 日

（火） 

 

・リーズ大学によるプログラム 

 

・講義（文学）「ビクトリア時代の文

学」 

・ハワース村見学（ブロンテ牧師館

等） 

・日本人留学生、日本語専攻学生と

の交流会 

リーズ 

８ 8 月 13 日

（水） 

・リーズ大学によるプログラム 

  

 

・スポーツ施設利用 

・リーズ市内視察 
リーズ 

・塾生間のプロジェクト発表  
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９ 8 月 14 日 

（木） 

・リーズ大学によるプログラム 

 

・講義「食品化学の実験」 

  

リーズ 

 

・ノリッチへ移動 

 

 

・学生寮にチェックイン 

ノリッチ 

 

 

 
・塾生間のプロジェクト発表  

10  8 月 15 日 

（金） 

・イーストアングリア大学によるプログ

ラム 

  

 

・大学オリエンテーション 

・キャンパスツアー 

・講義「英国の映画とテレビ」 

・講義「中世初期の英国」 

・キャンパス・チャレンジ 

ノリッチ 

・塾生間のプロジェクト発表  

11  8 月 16 日 

（土） 

・イーストアングリア大学によるプログ

ラム 

  

 

・講義「大学で必要とされる学習ス

キル」 

・スポーツ施設利用 

・市内視察 

ノリッチ 

・プレゼンリハーサル  

12  8 月 17 日 

（日） 

・イーストアングリア大学によるプログ

ラム 

 

・講義「大学で身につけるスキルと

将来の活用」 

・日本・大阪に関するプレゼンテー

ション 

・修了式 

ノリッチ 

・振り返りセッション  

13  8 月 18 日 

（月） 

・ヒースロー空港へバスで移動 

・ヒースロー空港発（17:00 ） 
  

ロンドン 

14  8 月 19 日 

（火） 

・ソウル・インチョン空港着（14:20 ） 

・ソウル・インチョン空港発（15:20 ） 

・関西国際空港着（17:00 ）、解散 

 ソウル 

 

大阪 
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＜活動報告＞ 
おおさかグローバル塾は今年で 3 年目を迎えました。4 月 20 日に英国、米国両コースの入塾式を合

同で開催し、12 月までの 9 ヵ月間、短期留学準備、短期留学、長期留学準備の 3 つのフェーズに分け、

英語によるコミュニケーションやプレゼンテーション技術から TOEFL 、IELTS の語学試験対策まで留

学に必要なスキルの学習と実践に塾生たちは励んでいます。とりわけ 8 月に英国、米国でそれぞれ 2

週間滞在する短期留学では、大学での授業、企業訪問、ボランティア体験等、実際の留学さながらのプ

ログラムを体験し、将来の進路をポジティブに考えるような大きな刺激を受けて帰国しました。 

 
 
【米国留学コース】 
米国留学コースは、7 月 30 日から 8 月 12 日までの 2 週間、4 大学を訪問し、2 つの大学での講

義やフィールドワーク等に参加、日本国総領事館及び企業への訪問を行いました。 

最初に訪れたのは、カリフォルニア州クパチーノ市にある州立 De Anza College でした。同大学

は、コミュニティーカレッジでは全米トップ５に入る優れた大学で、カリフォルニア大学及びカリフォ

ルニア州立大学への編入生の数は全米一、二を争っていま

す。今回の訪問では、塾生のために大学生たちがアテンド

してくれました。コミュニティーカレッジは、授業料負担

が少ないことが魅力です。費用面でアメリカ留学を躊躇す

るということを聞きますが、今回の見学ではコミュニティ

ーカレッジからの編入という留学方法を学長自ら語りか

けてくださり、塾生たちは深く聞き入っていました。また

第 2 期生で実際に 9 月から同大学へ進学が決まっている

塾生 OB が模擬授業やキャンパスツアーに参加し、塾生の

疑問解消などの手伝いをしてくれました。 

カリフォルニア大学バークレー校（UCB ）とスタンフォ

ード大学は、世界屈指の名門校として知られていますが、両大学は同じサンフランシスコ近郊の大学と

して、学問はもとよりスポーツ分野でもライバル関係にあります。この両大学をキャンパスツアーで訪

れました。UCB は図書館が 27 か所あるなど学ぶための全てが揃っており、塾生たちはキャンパスを

見学したり、学食で昼食をとりながら現地大学生と交流したりするなどの体験を通じてここで学んでみ

たいという気持ちが大きく高まっていました。 

一方別の日に訪れたスタンフォード大学は、有名な政治

家、宇宙飛行士、科学者、起業家、スポーツ選手など逸材

を多数生み出した世界屈指の名門です。約 1,000 万坪の

敷地のキャンパスで、日本では想像できないスケールに圧

倒されました。こちらは私学らしく建築も凝っていて、フ

ーバータワーや聖堂など、どこから見ても絵になる壮大な

キャンパスに憧れをいだくばかりでした。 

昨年に引き続きサンフランシスコ州立大学を訪れ、３日

間に渡り専門講義や英語学習授業を受講しました。このこ

ろにはずいぶん耳も慣れてきて、授業での疑問点を教授にズバズバ質問する塾生もおり、大学のゼミ教

室さながらのインタラクティブな授業となりました。大学での講義を通し、留学に対するビジョンがよ

り具体的になったようです。ここでも同大学に留学中の塾生 OB が塾生たちの相談に乗るなど手伝って

くれました。 

そして塾生の目をもっとも輝かせたのが企業訪問です。

在サンフランシスコ日本国総領事館、シリコンバレーの代

表企業である Yahoo ！、Google の本社を訪問し、そこ

で働く日本人駐在員や現地社員らと意見交換をしました。

これまで留学すること自体が目標だったのが、現地での就

職や渡米の経緯を見聞きし、海外で活躍する自分の将来の

姿を重ね合わせることで、その先の目標を作ることができ、

留学を単なる憧れではなく目標のためのステップととら

え、どの国のどの大学のどの学部に進むべきか、より具体

的なものと考えるきっかけとなったようです。 
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最後の活動は 4 つのテーマに分かれサンフランシスコという多様性を受け入れている都市を様々な

角度から調査するフィールドワークです。これまで州立大

学で学んだ技法を使った街頭インタビューを実施しまし

た。街中で初対面の方に声をかけても、なかなか応じても

らえないなど、もどかしい経験もしましたが、その分、快

く応じてもらって、コミュニケーションが図れたときには、

満足感と自信を得ることができました。市民の政治参加に

ついての質問ではインタビューの範疇を越えて、ディスカ

ッションのレベルまで発展する場面もありました。 

このほか、現地高校生との交流会、全員で体を使ったス

ポーツ活動やボランティア活動なども体験しました。たっ

た 2 週間の短期留学でしたが、様々な経験をし、留学の現

実を知り、自分の将来を真剣に考えることができたことは、

大きな成果と言えます。 

 

 

【英国留学コース】 
英国留学コースは、8 月 6 日から 19 日までの 2 週間、４つの大学で、講義やワークショップ、フ

ィールドワーク等に参加しました。最初に訪れたロンドン

芸術大学は、６つのカレッジから構成されており、そのう

ち、ロンドンコミュニケーションカレッジ（LCC ）とチェ

ルシー・カレッジ・オブ・アートで、英国のブランドに関

する講義のほか、グラフィックデザインやデッサンのワー

クショップに取り組みました。特にワークショップでは、

自分の思いや感じることを実際に表現することの難しさ

を実感しながらも、これまで学校では経験したことがない

ような手法が新鮮で刺激になったようでした。また、ロン

ドンでは、ナショナルギャラリー、バッキンガム宮殿や大英博物館などを訪れ、英国の伝統や文化そし

て世界の歴史を感じる貴重な体験となりました。 

 ロンドン滞在中には、日帰りで、オックスフォード大学でのプログラムにも参加しました。1280 年

代にその起源を有する伝統あるハートフォードカレッジ

で、「不思議の国のアリス」を題材にした文学の講義を受

けました。数ページにわたる英文を読み込んでプレゼンす

るという課題には、大変な集中力を要しましたが、大学で

の授業の一端を体験できる重要な機会となりました。また、

オックスフォード大学の学生たちの案内で、多くの英国首

相を輩出したクライストチャーチカレッジなど、広大な敷

地に重厚な建物が並ぶ学内を見学しました。また、英国滞

在中、オックスフォード大学の博士課程に在籍する細川尚

子氏に常に同行していただき、自身の留学経験について語ったり疑問に答えていただいたりすることで、

塾生たちは留学をより具体的に考えることができました。  

 次に訪れたのは、英国北部にあるリーズ大学です。

19 04 年に設立された英国で最大規模の大学の一つで、設

備の整った広大なキャンパスを有しています。世界の大学

トップ 100 に入り、32,000 人の学生のうち 5,000 人

は留学生で、日本人留学生も 170 人学んでいます。ここ

では、英語のイントネーションに関するワークショップや

「囚人のジレンマ」を取り上げたビジネスの講義、食品科

学の実験中心の講義など幅広い分野の講義を受けました。

なかには、なじみのない専門用語もあり、難解な部分もあ

ったようですが、その理論や実験が、実際の社会や生活に

どう活かされているかを考え、多くの塾生が質問するなど

熱心に取り組んでいました。また、ビクトリア時代の文学やその時代に活躍したブロンテ姉妹に関する

講義も受けました。長時間にわたる高度なレベルの講義で、すべてを理解するのは困難な様子でしたが、
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その後、ブロンテ姉妹の故郷ハワース村を訪れ、一家が住んでいたブロンテ牧師館を訪れ、作品を執筆

した姉妹の暮らしがうかがえたことで、塾生は理解を深めることができました。 

 最後に訪問したのは、英国東部の都市ノリッチにあるイー

ストアングリア大学です。市の中心部までは、バスで 15 分

程度ですが、広大なキャンパスには、図書館、スポーツパー

ク、メディカルセンターのほか、売店や銀行、郵便局など学

生生活に必要なものは全て揃っています。ここでは、英国の

映画とテレビ、中世初期の英国について学ぶ講義のほか、大

学で必要とされる学習スキルにはどんなものがあってそれ

をどう将来に活かせるかを考えるワークショップに参加し

ました。大学では、自主的に学ぶこと、自分の考えを明確に

することが重要であることを学ぶとともに、今回の英国短期

留学を将来の進学、就職にどうつなげるのかについても考え

るもので、塾生にとって非常に役立つ内容でした。 

 リーズ大学やイーストアングリア大学では、大学のスタッフや学生たちが終日きめ細かくサポートし

てくれたことで、塾生たちは安心して授業や寮での生活を送ることができ、実際の学生生活をより具体

的にイメージすることができたようでした。2 週間の短期留学で様々な経験をし、留学の現実を知るこ

とで、それぞれが留学に向けて何が必要か等を考え、大きな成果を得ることができたと思います。 

 

 

上記報告のとおり、今年も無事に英国、米国両コースの短期留学が終了しました。現地滞在中は、塾

生たちの授業やインタビューに対する意識の高さや積極的な活動ぶりが現地の関係者に高く評価され

るなど、大阪の高校生の代表と呼ぶにふさわしい活動ぶりとなりました。今後、長期留学準備講座でさ

らにスキルを積み、海外留学に挑戦する塾生が一人でも多く出ることを期待しています。 

 
 


